
７　関連公益法人等に関する情報開示 （単位：円、％）

1 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 49,731,955 当期収入合計額 89,014,327

負債の額 32,902,441 当期支出合計額 85,864,240

正味財産の額 16,829,514 当期収支差額 3,150,087

法人に対する債権債務の明細 事業収入 80,315,760

受取補助金等 100,000 受取補助金等 0 未収金 0 53,634,063 66.78%

東川　敏文 事業収益 64,532,891 その他の収益 0 未払金 14,523,010 競争契約 53,634,063 100.00%

その他の収益 8,381,436 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 73,014,327 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 53,634,063 100.00%

事業費 53,934,272 0

管理費 15,914,268 0

その他の費用 815,700 0

計（B） 70,664,240

（取引の関連図） 2,350,087

（業務委託） 14,479,427

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 16,829,514 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 16,829,514

2 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 15,120,109 当期収入合計額 41,709,357

負債の額 4,982,737 当期支出合計額 41,124,493

正味財産の額 10,137,372 当期収支差額 584,864

法人に対する債権債務の明細 事業収入 41,770,307

受取補助金等 38,870,238 受取補助金等 0 未収金 0 23,743,082 56.84%

該当なし 事業収益 370,000 その他の収益 39,050 未払金 6,269,671 競争契約 23,743,082 100.00%

その他の収益 2,530,069 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 41,770,307 計（F） 39,050 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 23,743,082 100.00%

事業費 650,858 39,050

管理費 1,937,488 278,569

その他の費用 38,636,147 317,619

計（B） 41,224,493

（取引の関連図） 545,814

（業務委託） 9,273,939

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 9,819,753 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 10,137,372

3 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 22,527,290

負債の額 5,301,408

正味財産の額 17,225,882

法人に対する債権債務の明細 事業収入 37,256,602

受取補助金等 550,000 受取補助金等 0 未収金 0 28,451,609 76.37%

黒澤　芳明 事業収益 34,299,414 その他の収益 0 未払金 7,401,326 競争契約 28,451,609 100.00%

その他の収益 2,407,188 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 37,256,602 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 28,451,609 100.00%

事業費 33,203,427 0

管理費 3,670,995 0

その他の費用 136,800 0

計（B） 37,011,222

（取引の関連図） 245,380

（業務委託） 16,980,502

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 17,225,882 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 17,225,882

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

本会は.発明の奨励,青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及
啓発等を行うことにより,科学技術の振興を図り,もって地域経済の発展に寄与
することを目的とする｡
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導､相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導,相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業等

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

7400005005121 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人岩手県発明協会 貸借対照表 収支計算書

（業務の概要）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

正味財産増減計算書

本会は、発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普
及啓発等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に
寄与することを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３ 知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

1420005002460 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、「基本財産の状況及び取引の状況について」を除き、消費税を税抜方式により表示しています。

一般社団法人青森県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

（業務の概要）

（業務の概要）

　発明奨励、創意工夫の高揚及びこれらの実用化促進並びに知的所有権制
度の普及啓発を行うことにより、科学技術振興を図り、もって北海道経済の発
展に資することを目的とする。
（１）発明考案の奨励及びこれらに関する人材育成事業
（２）発明考案成果の実用化・事業化促進事業
（３）技術交流及び技術移転促進事業
（４）知的財産権制度の普及啓発びこれらに関する人材育成事業
（５）知的財産権の利活用促進事業
（６）知的財産権に関する調査研究事業
（７）前各号に掲げる事業のほか第3条の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

一般社団法人北海道発明協会 貸借対照表 収支計算書

2430005008687 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

4 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 16,770,558

負債の額 3,182,522

正味財産の額 13,588,036

法人に対する債権債務の明細 事業収入 39,639,544

受取補助金等 3,524,502 受取補助金等 未収金 0 33,806,782 85.29%

該当なし 事業収益 34,396,782 その他の収益 0 未払金 8,514,883 競争契約 33,806,782 100.00%

その他の収益 1,718,260 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 39,639,544 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 33,806,782 100.00%

事業費 33,904,569 0

管理費 3,923,056 925,000

その他の費用 0 925,000

計（B） 37,827,625

（取引の関連図） 1,811,919

（業務委託） 10,851,117

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 12,663,036 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 13,588,036

5 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 41,867,546 当期収入合計額 39,442,979

負債の額 1,789,846 当期支出合計額 38,940,756

正味財産の額 40,077,700 当期収支差額 502,223

法人に対する債権債務の明細 事業収入 38,942,979

受取補助金等 34,429,215 受取補助金等 0 未収金 0 26,073,573 66.95%

大通　薫 事業収益 680,000 その他の収益 0 未払金 7,206,290 競争契約 26,073,573 100.00%

その他の収益 3,833,764 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 38,942,979 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 26,073,573 100.00%

事業費 3,185,834 0

管理費 7,684,483 0

その他の費用 27,570,439 0

計（B） 38,440,756

（取引の関連図） 502,223

（業務委託） 39,575,477

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 40,077,700 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 40,077,700

6 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 70,434,705 当期収入合計額 88,484,808

負債の額 5,105,140 当期支出合計額 55,804,467

正味財産の額 65,329,565 当期収支差額 32,680,341

法人に対する債権債務の明細 事業収入 88,484,808

受取補助金等 56,669,612 受取補助金等 0 未収金 0 37,524,968 42.41%

野地　義幸 事業収益 96,000 その他の収益 0 未払金 19,293,410 競争契約 37,524,968 100.00%

その他の収益 31,719,196 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 88,484,808 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 37,524,968 100.00%

事業費 0 0

管理費 2,391,700 9,858,183

その他の費用 53,412,767 9,858,183

計（B） 55,804,467

（取引の関連図） 32,680,341

（業務委託） 22,791,041

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 55,471,382 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 65,329,565

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導､相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導,相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業
等

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

3380005010227 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人福島県発明協会 貸借対照表 収支計算書

（業務の概要）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

正味財産増減計算書

（業務の概要）

発明の奨励,青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発等
を行うことにより,科学技術の振興を図り,もって地域経済の発展に寄与すること
を目的とする｡
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導､相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導,相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

3390005002818 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人山形県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

2370005003141 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

本会は、発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普
及啓発等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に
寄与することを目的とする。
本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった 者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般社団法人宮城県発明協会 貸借対照表 収支計算書



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

7 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 39,885,553

負債の額 27,786,833

正味財産の額 12,098,720

法人に対する債権債務の明細 事業収入 36,718,803

受取補助金等 0 受取補助金等 0 未収金 0 28,866,566 78.62%

戸塚　俊輔 事業収益 0 その他の収益 0 未払金 7,416,262 競争契約 28,866,566 100.00%

その他の収益 36,718,803 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 36,718,803 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 28,866,566 100.00%

事業費 0 0

管理費 0 0

その他の費用 35,924,210 0

計（B） 35,924,210

（取引の関連図） 794,593

（業務委託） 11,304,127

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 12,098,720 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 12,098,720

8 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 10,427,494,565

負債の額 2,265,644,783

正味財産の額 8,161,849,782

法人に対する債権債務の明細 事業収入 3,009,297,866

受取補助金等 0 受取補助金等 0 未収金 0 1,580,282,123 52.51%

岩井　良行 事業収益 2,735,725,333 その他の収益 0 未払金 652,010,690 競争契約 1,580,282,123 100.00%

加部　正光 その他の収益 24,119,723 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 2,759,845,056 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 1,580,282,123 100.00%

事業費 2,737,209,766 0

管理費 81,455,060 0

その他の費用 29,197,200 0

計（B） 2,847,862,026

（取引の関連図） -88,016,970

（業務委託等） 8,249,866,752

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 8,161,849,782 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 8,161,849,782

9 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 32,715,163 当期収入合計額 39,875,935

負債の額 1,990,331 当期支出合計額 37,669,020

正味財産の額 30,724,832 当期収支差額 2,206,915

法人に対する債権債務の明細 事業収入 39,875,935

受取補助金等 36,983,882 受取補助金等 0 未収金 0 36,983,882 92.75%

　石津　敦 事業収益 6,892 その他の収益 0 未払金 10,926,474 競争契約 36,983,882 100.00%

その他の収益 2,885,161 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 39,875,935 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 36,983,882 100.00%

事業費 704,251 0

管理費 5,278,866 0

その他の費用 31,685,903 0

計（B） 37,669,020

（取引の関連図） 2,206,915

（業務委託） 28,517,917

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 30,724,832 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 30,724,832

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

3110005003216 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般社団法人新潟県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、「基本財産の状況及び取引の状況について」を除き、消費税を税抜方式により表示しています。

（業務の概要）

　  知的財産権制度の普及啓発及び知的財産権の利用促進、発明の奨励、青
少年等の創造性開発育成等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって
我が国の産業及び経済の発展に寄与することを目的とする。
（１）知的財産権制度の普及啓発
（２）知的財産権の利用促進
（３）発明考案の奨励及び創意工夫の高揚
（４）青少年等の創造性開発
（５）前各号に係る調査研究、国際交流の推進及び人材の育成
（６）知的財産権に係る公報類及びこれに関連する情報の提供及び普及　　等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

4010405010498 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人発明推進協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）群馬県証紙の販売
（７）その他本会の目的を達成するために必要な事業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

4070005008037 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人群馬県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

10 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 93,329,567 当期収入合計額 42,321,785

負債の額 20,582,674 当期支出合計額 42,410,596

正味財産の額 72,746,893 当期収支差額 -88,811

法人に対する債権債務の明細 事業収入 40,121,785

受取補助金等 2,936,000 受取補助金等 0 未収金 0 27,015,477 67.33%

該当なし 事業収益 31,558,052 その他の収益 0 未払金 12,963,847 競争契約 27,015,477 100.00%

その他の収益 5,627,733 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 40,121,785 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 27,015,477 100.00%

事業費 26,092,864 0

管理費 12,589,120 0

その他の費用 128,612 0

計（B） 38,810,596

（取引の関連図） 1,311,189

（業務委託） 71,435,704

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 72,746,893 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 72,746,893

11 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 40,510,499 当期収入合計額 39,053,731

負債の額 24,810,843 当期支出合計額 38,472,179

正味財産の額 15,699,656 当期収支差額 581,552

法人に対する債権債務の明細 事業収入 39,053,731

受取補助金等 8,545,708 受取補助金等 0 未収金 0 26,142,695 66.94%

柴田　政秋 事業収益 26,157,635 その他の収益 0 未払金 14,117,943 競争契約 26,142,695 100.00%

その他の収益 4,350,388 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 39,053,731 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 26,142,695 100.00%

事業費 30,838,467 0

管理費 7,633,712 6,390,000

その他の費用 0 6,390,000

計（B） 38,472,179

（取引の関連図） 581,552

（業務委託） 8,728,104

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 9,309,656 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 15,699,656

12 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 47,044,009 当期収入合計額 34,566,492

負債の額 3,290,057 当期支出合計額 34,294,723

正味財産の額 43,753,952 当期収支差額 271,769

法人に対する債権債務の明細 事業収入 34,566,492

受取補助金等 26,121,071 受取補助金等 0 未収金 0 26,121,071 75.57%

該当なし 事業収益 273,617 その他の収益 0 未払金 12,992,603 競争契約 26,121,071 100.00%

その他の収益 8,171,804 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 34,566,492 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

2,400,000 計 26,121,071 100.00%

事業費 6,324,734 -2,400,000

管理費 1,551,413 45,414,078

その他の費用 26,418,576 43,014,078

計（B） 34,294,723

（取引の関連図） 271,769

（業務委託） 468,105

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 739,874 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 43,753,952

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与し、
会員のための研鑽並びに親睦を目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他本会の目的を達成するために必要な事業

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

2210005006845 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人福井県発明協会 貸借対照表 収支計算書

（業務の概要）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

正味財産増減計算書

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他本会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

3220005004500 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人石川県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって富山県の発展に寄与する
ことを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当法人の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

1230005007768 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

（業務の概要）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般社団法人富山県発明協会 貸借対照表 収支計算書



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

13 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 34,155,235 当期収入合計額 46,100,021

負債の額 3,569,869 当期支出合計額 43,939,284

正味財産の額 30,585,366 当期収支差額 2,160,737

法人に対する債権債務の明細 事業収入 46,100,021

受取補助金等 41,715,745 受取補助金等 0 未収金 0 37,257,745 80.82%

長田　敏彦 事業収益 626,435 その他の収益 0 未払金 8,886,762 競争契約 37,257,745 100.00%

その他の収益 3,757,841 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 46,100,021 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 37,257,745 100.00%

事業費 1,733,734 0

管理費 2,205,303 0

その他の費用 40,061,847 0

計（B） 44,000,884

（取引の関連図） 2,099,137

（業務委託） 28,486,229

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 30,585,366 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 30,585,366

14 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 78,689,630 当期収入合計額 48,668,123

負債の額 778,510 当期支出合計額 45,765,052

正味財産の額 77,911,120 当期収支差額 2,903,071

法人に対する債権債務の明細 事業収入 48,668,123

受取補助金等 2,135,200 受取補助金等 0 未収金 0 26,855,718 55.18%

横山　久範 事業収益 34,351,793 その他の収益 0 未払金 8,201,985 競争契約 26,855,718 100.00%

その他の収益 12,181,130 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 48,668,123 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 26,855,718 100.00%

事業費 40,701,449 0

管理費 5,063,603 0

その他の費用 0 0

計（B） 45,765,052

（取引の関連図） 2,903,071

（業務委託） 75,008,049

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 77,911,120 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 77,911,120

15 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 59,777,345 当期収入合計額 56,977,262

負債の額 15,206,337 当期支出合計額 58,263,833

正味財産の額 44,571,008 当期収支差額 -1,286,571

法人に対する債権債務の明細 事業収入 56,977,262

受取補助金等 0 受取補助金等 0 未収金 0 41,878,293 73.50%

該当なし 事業収益 53,699,508 その他の収益 0 未払金 11,186,092 競争契約 41,878,293 100.00%

その他の収益 3,277,754 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 56,977,262 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 41,878,293 100.00%

事業費 52,926,091 0

管理費 2,277,936 0

その他の費用 3,171,046 0

計（B） 58,375,073

（取引の関連図） -1,397,811

（業務委託） 45,968,819

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 44,571,008 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 44,571,008

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
等
（６）その他本会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

8080005006093 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人静岡県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

6200005009639 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

本会は、発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普
及啓発等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に
寄与することを目的とする。

本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事 業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業　等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人　岐阜県発明協会 貸借対照表 収支計算書

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
等
（６）その他当法人の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

7100005010465 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人長野県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

16 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 74,549,303

負債の額 26,497,823

正味財産の額 48,051,480

法人に対する債権債務の明細 事業収入 44,636,769

受取補助金等 37,531,519 受取補助金等 0 未収金 0 27,951,491 62.62%

山中　仁敏 事業収益 665,829 その他の収益 0 未払金 7,040,554 競争契約 27,951,491 100.00%

その他の収益 6,439,421 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 44,636,769 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

2,009,423 計 27,951,491 100.00%

事業費 32,694,381 -2,009,423

管理費 8,855,971 16,200,601

その他の費用 0 14,191,178

計（B） 41,550,352

（取引の関連図） 3,086,417

（業務委託） 30,773,885

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 33,860,302 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 48,051,480

17 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 98,493,949 当期収入合計額 62,427,650

負債の額 19,109,498 当期支出合計額 64,559,365

正味財産の額 79,384,451 当期収支差額 -2,131,715

法人に対する債権債務の明細 事業収入 61,683,650

受取補助金等 45,290,173 受取補助金等 0 未収金 0 35,982,794 58.33%

和田　宏隆 事業収益 1,320,449 その他の収益 0 未払金 35,982,794 競争契約 35,982,794 100.00%

その他の収益 15,073,028 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 61,683,650 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 35,982,794 100.00%

事業費 17,157,158 0

管理費 1,807,420 0

その他の費用 44,850,787 0

計（B） 63,815,365

（取引の関連図） -2,131,715

（業務委託） 81,516,166

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 79,384,451 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 79,384,451

18 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 78,943,226 当期収入合計額 87,951,000

負債の額 28,256,622 当期支出合計額 91,029,000

正味財産の額 50,686,604 当期収支差額 -3,078,000

法人に対する債権債務の明細 事業収入 96,746,232

受取補助金等 0 受取補助金等 0 未収金 0 54,412,751 56.24%

上野 亮 事業収益 11,153,295 その他の収益 0 未払金 27,207,763 競争契約 54,412,751 100.00%

その他の収益 76,797,825 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 87,951,120 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 54,412,751 100.00%

事業費 13,869,042 0

管理費 29,282,198 0

その他の費用 47,877,671 0

計（B） 91,028,911

（取引の関連図） -3,077,791

（業務委託） 53,764,395

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 50,686,604 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 50,686,604

　　※各計数は、「基本財産の状況及び取引の状況について」を除き、消費税を税抜方式により表示しています。

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

5120005014326 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人大阪発明協会 貸借対照表 収支計算書

当期増減額（C）=(A)-(B)

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

9130005012300 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人京都発明協会 貸借対照表 収支計算書

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６） その他本会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

3160005008722 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人滋賀県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

19 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 18,643,291 当期収入合計額 31,262,404

負債の額 1,254,348 当期支出合計額 29,550,129

正味財産の額 17,388,943 当期収支差額 1,712,275

法人に対する債権債務の明細 事業収入 31,262,404

受取補助金等 139,000 受取補助金等 0 未収金 0 26,349,683 84.29%

中根　伸一 事業収益 29,588,834 その他の収益 0 未払金 6,272,228 競争契約 26,349,683 100.00%

その他の収益 1,534,570 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 31,262,404 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 26,349,683 100.00%

事業費 28,952,905 0

管理費 597,224 0

その他の費用 0 0

計（B） 29,550,129

（取引の関連図） 1,712,275

（業務委託） 15,676,668

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 17,388,943 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 17,388,943

20 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 50,419,951 当期収入合計額 49,998,318

負債の額 11,130,455 当期支出合計額 45,467,688

正味財産の額 39,289,496 当期収支差額 4,530,630

法人に対する債権債務の明細 事業収入 49,998,318

受取補助金等 0 受取補助金等 0 未収金 0 27,827,735 55.66%

出口　博之 事業収益 0 その他の収益 0 未払金 7,191,746 競争契約 27,827,735 100.00%

その他の収益 49,998,318 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 49,998,318 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 27,827,735 100.00%

事業費 0 0

管理費 0 0

その他の費用 45,094,018 0

計（B） 45,094,018

（取引の関連図） 4,904,300

（業務委託） 34,385,196

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 39,289,496 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 39,289,496

21 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 22,681,602

負債の額 1,331,898

正味財産の額 21,349,704

法人に対する債権債務の明細 事業収入 34,583,594

受取補助金等 32,043,300 受取補助金等 0 未収金 0 23,952,751 69.26%

該当なし 事業収益 2,621 その他の収益 0 未払金 5,624,195 競争契約 23,952,751 100.00%

その他の収益 2,537,673 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 34,583,594 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 23,952,751 100.00%

事業費 23,913,911 0

管理費 8,517,214 0

その他の費用 0 0

計（B） 32,431,125

（取引の関連図） 2,152,469

（業務委託） 19,197,235

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 21,349,704 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 21,349,704

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

2270005004736 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

（１）発明の奨励に関する表彰及び 展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当 法人 の目的を達成するために必要な事業　等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人鳥取県発明協会 貸借対照表 収支計算書

当期増減額（C）=(A)-(B)

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

7170005004626 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

本会は、発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産制度の普及
啓発等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄
与することを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業　等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般社団法人和歌山県発明協会 貸借対照表 収支計算書

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

2150005007817 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人奈良県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

22 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 156,754,781

負債の額 23,049,303

正味財産の額 133,705,478

法人に対する債権債務の明細 事業収入 98,935,635

受取補助金等 3,060,000 受取補助金等 0 未収金 0 49,415,586 49.95%

味能　弘之 事業収益 54,685,417 その他の収益 0 未払金 10,711,845 競争契約 49,415,586 100.00%

熊野　弘子 その他の収益 32,196,069 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 89,941,486 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

11,499,000 計 49,415,586 100.00%

事業費 99,074,017 -11,499,000

管理費 0 11,499,000

その他の費用 0 0

計（B） 99,074,017

（取引の関連図） -9,132,531

（業務委託） 142,838,009

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 133,705,478 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 133,705,478

23 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 36,348,750 当期収入合計額 43,120,760

負債の額 19,799,333 当期支出合計額 43,900,691

正味財産の額 16,549,417 当期収支差額 -779,931

法人に対する債権債務の明細 事業収入 43,120,760

受取補助金等 41,146,720 受取補助金等 0 未収金 0 24,998,232 57.97%

金澤　利彦 事業収益 493,961 その他の収益 0 未払金 12,922,283 競争契約 24,998,232 100.00%

その他の収益 1,480,079 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 43,120,760 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 24,998,232 100.00%

事業費 458,659 0

管理費 2,324,597 0

その他の費用 41,117,435 0

計（B） 43,900,691

（取引の関連図） -779,931

（業務委託） 17,329,348

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 16,549,417 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 16,549,417

24 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 20,659,554 当期収入合計額 34,083,178

負債の額 5,486,535 当期支出合計額 32,283,342

正味財産の額 15,173,019 当期収支差額 1,799,836

法人に対する債権債務の明細 事業収入 34,083,178

受取補助金等 27,787,685 受取補助金等 0 未収金 0 25,143,685 73.77%

倉橋　真司 事業収益 450,000 その他の収益 0 未払金 12,351,778 競争契約 25,143,685 100.00%

その他の収益 5,845,493 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 34,083,178 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 25,143,685 100.00%

事業費 2,090,022 0

管理費 2,323,529 0

その他の費用 27,869,791 0

計（B） 32,283,342

（取引の関連図） 1,799,836

（業務委託） 13,373,183

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 15,173,019 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 15,173,019

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

一般正味財産期首残高（D)

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

9500005005670 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。

（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般社団法人愛媛県発明協会 貸借対照表 収支計算書

当期増減額（C）=(A)-(B)

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

1480005004105 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人徳島県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、「基本財産の状況及び取引の状況について」を除き、消費税を税抜方式により表示しています。

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

8240005007249 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人広島県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

25 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 44,937,319 当期収入合計額 36,489,622

負債の額 3,260,949 当期支出合計額 34,743,792

正味財産の額 41,676,370 当期収支差額 1,745,830

法人に対する債権債務の明細 事業収入 36,439,622

受取補助金等 32,341,097 受取補助金等 0 未収金 0 26,500,314 72.72%

今西　隆男 事業収益 977,200 その他の収益 0 未払金 14,714,824 競争契約 26,500,314 100.00%

その他の収益 3,121,325 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 36,439,622 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 26,500,314 100.00%

事業費 1,384,062 0

管理費 3,193,123 0

その他の費用 30,166,607 0

計（B） 34,743,792

（取引の関連図） 1,695,830

（業務委託） 39,980,540

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 41,676,370 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 41,676,370

26 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 16,205,422

負債の額 3,871,894

正味財産の額 12,333,528

法人に対する債権債務の明細 事業収入 38,527,118

受取補助金等 2,839,783 受取補助金等 0 未収金 0 24,493,014 63.57%

嶋田　博幸 事業収益 33,438,546 その他の収益 0 未払金 6,190,561 競争契約 24,493,014 100.00%

その他の収益 2,248,789 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 38,527,118 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 24,493,014 100.00%

事業費 34,038,773 0

管理費 1,910,015 0

その他の費用 2,498,230 0

計（B） 38,447,018

（取引の関連図） 80,100

（業務委託） 12,253,428

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 12,333,528 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 12,333,528

27 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 20,951,902

負債の額 14,127,837

正味財産の額 6,824,065

法人に対する債権債務の明細 事業収入 38,626,406

受取補助金等 35,389,926 受取補助金等 0 未収金 0 28,943,582 74.93%

該当なし 事業収益 451,384 その他の収益 1,051,941 未払金 7,639,172 競争契約 28,943,582 100.00%

その他の収益 2,785,096 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 38,626,406 計（F） 1,051,941 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 28,943,582 100.00%

事業費 933,210 1,051,941

管理費 1,692,683 5,698,059

その他の費用 35,831,394 6,750,000

計（B） 38,457,287

（取引の関連図） 169,119

（業務委託） -95,054

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 74,065 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 6,824,065

9320005002570 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

一般社団法人大分県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発、育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他法人の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６） その他当法人の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

4310005005975 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人長崎県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

（業務の概要）

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６） その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

5490005001956 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般社団法人高知県発明協会 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）



No. 関連公益法人等の概要 財務状況 基本財産の状況及び取引の状況（※）

28 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 36,307,790

負債の額 4,334,658

正味財産の額 31,973,132

法人に対する債権債務の明細 事業収入 35,481,078

受取補助金等 4,980,000 受取補助金等 0 未収金 0 28,180,862 79.43%

福嶋　清美 事業収益 28,630,862 その他の収益 0 未払金 8,255,321 競争契約 28,180,862 100.00%

その他の収益 1,870,216 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 35,481,078 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 28,180,862 100.00%

事業費 31,172,887 0

管理費 1,612,426 0

その他の費用 0 0

計（B） 32,785,313

（取引の関連図） 2,695,765

（業務委託） 29,277,367

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 31,973,132 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 31,973,132

29 法人名： （情報・研修館との関係）　関連公益法人等 基本財産の状況 該当なし 法人に対する債務保証の明細 該当なし

法人番号： 資産の額 21,439,931

負債の額 4,854,510

正味財産の額 16,585,421

法人に対する債権債務の明細 事業収入 40,863,441

受取補助金等 700,000 受取補助金等 0 未収金 0 29,707,003 72.70%

該当なし 事業収益 29,707,003 その他の収益 0 未払金 5,361,989 競争契約 29,707,003 100.00%

その他の収益 10,456,438 企画競争・公募 0 0.00%

計（A） 40,863,441 計（F） 0 競争性のない随意契約 0 0.00%

0 計 29,707,003 100.00%

事業費 19,724,135 0

管理費 19,743,190 0

その他の費用 0 0

計（B） 39,467,325

（取引の関連図） 1,396,116

（業務委託） 15,189,305

情報・研修館 ⇒ 関連公益法人等 16,585,421 正味財産期末残高（K）=（E）+（J） 16,585,421

※「法人に対する債権債務の明細」及び「うち情報・研修館からの発注高」を除き、仮決算数字を用いて表示しています。

この法人は、鹿児島県下において製造業及びこれに関連する事業を営 む者
が、業種、業態等の相異にかかわらず交流を深めるとともに、組織的な事業
推進を通じて、地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化、新技術・新製品
の開発による新規事業分野への進出等を促進し、もって本県工業の健全な発
展を図ることを目的とする。
この法人は、上述の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１）異業種間の交流・融合化の推進に関する事業
（２）産・学・官の交流の推進に関する事業
（３）人材の確保・養成に関する事業
（４）研修会、講演会、展示会等の開催に関する事業
（５）新規事業分野開拓のための調査研究及び情報の収集・提供に関する事
業
等

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

7340005000244 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

　　※各計数は、消費税を税込方式により表示しています。

公益社団法人鹿児島県工業倶楽部 貸借対照表 収支計算書

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

（業務の概要）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

発明の奨励、青少年等の創造性開発育成及び知的財産権制度の普及啓発
等を行うことにより、科学技術の振興を図り、もって地域経済の発展に寄与す
ることを目的とする。
（１）発明の奨励に関する表彰及び展覧会等の事業
（２）青少年等の創造性開発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（３）知的財産権制度の普及啓発に関する指導、相談及び情報提供等の事業
（４）前各号に係る人材育成等の事業
（５）前各号の事業の推進に功績のあった者の表彰等の事業
（６）その他当会の目的を達成するために必要な事業

正味財産増減計算書

（役員の氏名：（情報・研修館における最終役職名、順
不同）、常勤役員のみ記載）

一般正味財産増減の部 指定正味財産増減の部

収益 収益

9350005004845 　
　外注業務等により、独立行政法人会計基準第１０６
の「関連公益法人等の範囲」のうち、事業収入に占め
る独立行政法人との取引に係る額が三分の一以上で
ある公益法人等

　法人の基本財産に対する出えん、拠出、
寄付等及び法人の運営費、事業費等に充て
るために当該事業年度において負担した会
費、負担金等

指定正味財産期末残高（J）=（H）+（I）

（業務の概要）

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

当期増減額（C）=(A)-(B)

一般正味財産期首残高（D)

　うち情報・研修館からの発注高

費用 費用等（G）

当期増減額(H）=（F）-（G） 注）予定価格が国の基準（予算決算及び会
計令第99条に定める基準）を超えないもの
は除く指定正味財産期首残高（I）

※公益法人会計基準には「収支計算書」の作成
義務がなく、作成していない。

一般正味財産期末残高（E）=（C+D)

一般社団法人宮崎県発明協会 貸借対照表 収支計算書


